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第 246号 

令和元年 9月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

日 時 ： 10 月６日（日） 

      午後 2時～3時 30 分 

会 場 ： 小松市公会堂 4 階 大会議室 

受講料 ： 無料（事前予約不要） 

 

第 90 回市史講座『芭蕉の残したもの』  
講師 綿抜 豊昭（筑波大学教授・小松市史専門委員） 

 今年は,『おくのほそ道』の旅から 330年，この講座では，

芭蕉が小松の地に残した足跡を｢連歌｣，｢明智光秀｣，そして

｢芭蕉｣をキーワードに探ります。 

 当地小松は，小松天満宮初代別当能順により連歌の盛んな

地でありました。小松の地にある天満宮に，発句奉納を願う

のは芭蕉ならずとも当然のことで，その背景には，連歌界で 
「松尾芭蕉翁図」（個人蔵） 

☆ 特別展「芭蕉とこまつ」 9/21(土)～11/24(日) 会場：小松市立博物館 入館料：一般 300円 
 

☆ 奥の細道こまつ『彩』のまちを歩く！ 11/23(土) 14:30～16:30 会場：粟津演舞場 参加料：無料 

  ＊奥の細道の旅の文学を楽しむ…朗読 松浦このみ／演奏 八木美知依 

＊奥の細道の旅の楽しみ方を学ぶ…講師 関谷淳子 

  【申込み】小松市観光文化課（0761-24-8130）／定員 150名（要申込） 
 

☆ 探訪！奥の細道ゆかりの地 小松 11/24(日) 9:00～12:00 集合：公立小松大学東側 参加料：600円 

 ＊奥の細道ゆかりの地を巡るバスツアー／多太神社→小松天満宮→小松市立博物館特別展観覧→莵橋神社  

【申込み】小松市観光文化課（0761-24-8130）／定員 30名（要申込･先着順）／10/1より申込み受付 

 夏休みの終盤は，高校野球に釘付けだった人も多かったのではないでしょうか。念願の石川県初優勝はかない

ませんでしたが，球児たちの活躍にさわやかな感動を心に刻んだ今年の夏でした。もう季節は，秋が忍び寄り，

各町で秋祭りが盛んになってきます。9月 16日は，平清盛の寵愛を受けた仏御前の命日で，この日は御前様祭り

が営まれ，尊像の前で，仏御前が京に上がった年齢(15歳)と同じ年の地元の中学生によって，白拍子の舞が奉納

されます。仏御前は静かなブームで，この時期，山あいを訪れる人も少なくありません。秋の気配を感じる山を

散策しながら，ぜひ原町周辺の歴史文化に接してみてはいかがでしょうか。 

知られる能順の存在が意識されていたと思われます。 

また，芭蕉の残した俳文に，明智光秀の逸話を念頭に詠んだ句があり，ちょうど，来年の大河ドラマが｢明智

光秀｣ということもあり，｢光秀｣と｢連歌｣についてふれた内容も登場します。 

 講演後は，会場前の博物館で開催中の，特別展｢芭蕉とこまつ｣を，講師や学芸員の解説のもと，観覧(無料)

します。館内には，講演がらみの資料が展示されています。 

 



＜９月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金）／９：00～17：00（土）  

 

『教育編』 見どころ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜事務局８月の活動予定＞ 

・８月 １日(木) 近現代編掲載写真資料調査 

・８月2･11･23 日 国府村役場文書資料調査 

・８月 ８日(木) 赤瀬町町有文書資料調査 

・８月 12日(月) 考古部会 

・８月 13・14日 北海道開拓移民調査(興部町他) 

・８月 28日(水) 通史(全体)部会 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

１     ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 

＜事務局９月の活動状況＞ 

・９月 15日(日) 曳山浄瑠璃関係聞き取り調査 

・９月 15日(日) 悪魔祓い調査(向本折町) 

・９月 21日(土) 考古部会 

『教育編』の本文は，教育関係の史・資料が時代を追って掲載されて

いるが，その｢関連資料｣には，本編の目玉資料とも言える学校変遷図

及び教育年譜が登載されている。 

 学校変遷図は，各学校の沿革誌を紐解き，関係の町村史とも照らし

合わせて，隈なく調査し，新たに見直し作成した。 

明治５年(1872)の学制頒布により学校設立が進められ，合わせて

皆就学の徹底を目指した。そのために明治後期には，就学率が上がり

学校施設が手狭になって，統廃合が頻繁に繰り返された。そのことは

小学校変遷図を見ると，色濃く出ている。この事態に続いて大正期は 那谷尋常小学校（大正 5年 10月落成） 

『新修 小松市史 資料編 16 教育』 販売中 

仕  様 B5版 上製本 布装丁 貼ケース入り 

 DVD 付 本文 417頁 

特別価格 3,800 円（７月～12 月） 

定  価 5,000 円（令和２年１月～） 

販 売 所 市史編纂事務局 

うつのみや小松店 

明文堂書店 

  

学校の増改築，新築が多く見られる。明治期に建てられた施設の老朽化，義務教育年齢の延長，人口増加による

就学児童生徒数が増加したためと想定される。大正期の増改築については，一覧表にして，DVD で紹介され，

その図面なども収録される。変遷図と合わせて見ていただきたい。 

教育年譜は，時系列に従って，当市と県・国内の教育動向を比較しながら載せ，また，その時に起こった社会

現象も参考に一覧にまとめた。教育の流れが集約され，一望できる。 

 ＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。＊９／24～10／３は蔵書点検で図書館は休館です。 

 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

